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1. 令和元年度の強震観測記録
Strong-Motion Seismograph Records in 2019

技術支援課 辻 昌宏、〇町田 晋

1. はじめに

「東京都震災予防条例」（現東京都震災対策条

例）にもとづき、昭和 53 年度より建設局が管理す

る河川構造物と道路構造物について強震観測を行

っている。

強震観測とは、地震により構造物やその周辺地

盤が受ける影響を調査するため、加速度を計測す

るものである。将来、観測データを活かして耐震

設計等に反映されることが期待されている。

この報告は、令和元年度に観測された最大加速

度の強震記録を発生地震ごとにまとめたものである。

2. 観測の概要

強震観測地点の位置とそれぞれの強震計の概要を図

－1 及び表－1 に示す。令和元年度における観測地点

は、河川構造物（堤防・護岸、水門）5 地点、道路構

造物（橋梁）12 地点、センター 1 地点の計 18 地点で

ある。なお、観測は、対象構造物上とその周辺地盤上

に設置した 35 台の強震計（センサーのみの場合も含

む）により通年で行っている。

3. 令和元年度の観測記録

令和元年度に発生した地震のうち、気象庁の東京千

代田区大手町観測点における計測震度が 2 以上であっ

た地震の概要と最大加速度記録地点を表－2 に示す。

令和元年度は、震度 2が 12回、震度 3が 6回、震度 4

が 1 回の計 19 回観測されている（平成 30 年度は 11

回）。

強震観測地点 18 地点での観測記録において、最

大加速度の最大値は、千葉県南東沖を震源とする地

震（2019 年 6 月 24 日、震源の深さ 61km、マグニチ

ュード 5.2、最大震度 4）時における 64.1Gal（佃大

橋の P2 橋脚上、南北方向）であった（図-2）。

2 番目に大きな値は、千葉県北東部を震源とする

地震（2019 年 5 月 25 日、震源の深さ 38km、マグニ

チュード 5.1、最大震度 3）時の 55.7 Gal（朝凪橋

の P2橋脚上、東西方向）であった（図-3）。

3 番目に大きな値は、茨城県南部を震源とする地

震（2020 年 2 月 1 日、震源の深さ 63km、マグニチュ

ード 5.3、最大震度 3）時の 30.0 Gal（土木技術支

援・人材育成センター、東西方向）であった（図-

4）。

なお、平成 30 年度に観測された最大加速度の最

大値は 35.4Gal、第 2 位は 33.1 Gal、第 3 位は 24.5 

Galであった。

以上は、全て、関東一都七県を震源とする地震によ

る強震記録であるが、関東一都七県以外を震源とする

地震による波形も 4回確認された。

1 つ目は三重県南東沖を震源とする地震（2019 年 7

月 28 日、震源の深さ 393km、マグニチュード 6.6、最

大震度 3）で、最大加速度の最大値は 16.4Gal（平井

大橋の P5 橋脚上、南北方向）であった（図-5）。

2 つ目は八丈島東方沖を震源とする地震（2019 年 7

月 30 日、震源の深さ 59km、マグニチュード 5.9、最

大震度 2）で、最大加速度の最大値は 5.8Gal（平井大

橋の P5 橋脚上、南北方向）であった（図-6）。

3 つ目は福島県沖を震源とする地震（2019 年 8 月 4
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図－1 観測地点位置図
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表－2 東京千代田区大手町観測点における震度２以上の地震 1) 

 

1) 気象庁 震度データベース（http://www.data.jma.go.jp/svd/eqdb/data/shindo/index.php）を参照した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 最大加速度の最大値を記録した佃大橋 P2橋脚における波形図 

2019-06-24 09:11:44(GMT+9:00:00) Mw5.2  N34-55-42  E139-57-48 
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日、震源の深さ 45km、マグニチュード 6.4、最大震度

3）で、最大加速度の最大値は 17.0Gal（黎明橋の地

盤上、東西方向）であった（図-7）。 

4 つ目も同じく福島県沖を震源とする地震（2020 年

2月 12日、震源の深さ 87km、マグニチュード 5.4、最

大震度 2）で、最大加速度の最大値は 5.2Gal（中川護

岸の地盤上、東西方向）であった（図-8）。 

なお、平成 30 年度では関東一都七県以外を震源と

する地震は観測されなかった。 

4. まとめ 

令和元年度は震度 4 の地震による観測データを 1 回、

震度 3 を 6 回、震度 2 を 12 回、それぞれ記録するこ

とができた（平成 30年度は震度 4以上が 0回、震度 3

が 1回、震度 2が 9回）。 

今後も引き続き強震観測を継続して地震時における

加速度データを集積すると共に、研究機関等に情報提

供するなど幅広く観測結果の活用に繋げていきたいと

考えている。

 

表－1 観測地点及び強震計の概要 
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表－2 東京千代田区大手町観測点における震度２以上の地震 1) 

 

1) 気象庁 震度データベース（http://www.data.jma.go.jp/svd/eqdb/data/shindo/index.php）を参照した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 最大加速度の最大値を記録した佃大橋 P2橋脚における波形図 
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日、震源の深さ 45km、マグニチュード 6.4、最大震度

3）で、最大加速度の最大値は 17.0Gal（黎明橋の地

盤上、東西方向）であった（図-7）。 

4 つ目も同じく福島県沖を震源とする地震（2020 年

2月 12日、震源の深さ 87km、マグニチュード 5.4、最

大震度 2）で、最大加速度の最大値は 5.2Gal（中川護

岸の地盤上、東西方向）であった（図-8）。 

なお、平成 30 年度では関東一都七県以外を震源と

する地震は観測されなかった。 

4. まとめ 

令和元年度は震度 4 の地震による観測データを 1 回、

震度 3 を 6 回、震度 2 を 12 回、それぞれ記録するこ

とができた（平成 30年度は震度 4以上が 0回、震度 3

が 1回、震度 2が 9回）。 

今後も引き続き強震観測を継続して地震時における

加速度データを集積すると共に、研究機関等に情報提

供するなど幅広く観測結果の活用に繋げていきたいと

考えている。

 

表－1 観測地点及び強震計の概要 

 

－ 69 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 三重県南東沖を震源とする地震時における平井大橋 P5橋脚の波形図 

2019-07-28 03:31:07(GMT+9:00:00) Mw6.6  N33-09-36  E137-23-48 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 八丈島東方沖を震源とする地震時における平井大橋 P5橋脚の波形図 
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図-3 最大加速度の第 2位を記録した朝凪橋 P2橋脚の波形図 

2019-05-25 15:20:47(GMT+9:00:00) Mw5.1  N35-21-24  E140-17-24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 最大加速度の第 3位を記録した土木技術支援・人材育成センター地盤上の波形図 

2020-02-01 02:07:48(GMT+9:00:00) Mw5.3  N35-58-06  E140-03-48 
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図-5 三重県南東沖を震源とする地震時における平井大橋 P5橋脚の波形図 

2019-07-28 03:31:07(GMT+9:00:00) Mw6.6  N33-09-36  E137-23-48 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 八丈島東方沖を震源とする地震時における平井大橋 P5橋脚の波形図 

2019-07-30 05:37:44(GMT+9:00:00) Mw5.9  N32-54-42  E140-46-36 
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図-3 最大加速度の第 2位を記録した朝凪橋 P2橋脚の波形図 
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図-4 最大加速度の第 3位を記録した土木技術支援・人材育成センター地盤上の波形図 
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2. 流量観測結果を用いた水位流量曲線の作成

A Preparation of HQ-curve using Flood Discharge Observation

技術支援課 高崎忠勝、〇枝澤知樹

1. はじめに

東京都では中小河川の水害を減らすため、河川断

面の拡幅、調節池の整備等のハード対策や、浸水予

想区域図、洪水予報等のソフト対策を進めている。

当センターでは、これらの河川整備に資するために

中小河川の流量観測を実施している1)。

流量観測は作業員が河川に赴き、河川の水位や流

速を計測し流量を算定するものであり、得られた情

報は河川整備の効果検証等に用いられている2)。

増水時においても水面勾配が大きくは変わらない

区間では、水位と流量の関係を1つの曲線で近似する

ことができる。この曲線は水位流量曲線と呼ばれて

おり、これを用いることで、水位から簡単に流量を

推定することができる。

本報では、2017年度及び2019年度に実施した中小

河川の流量観測を対象とし、観測結果を用いて作成

した水位流量曲線を示す。

2. 水位流量曲線の作成手法

水位流量曲線は式(1)に示す2次式が用いられること

が多い。この2次式は簡易な計算でパラメーターを求

めることができるが、観測で得られた水位や流量を

超えて適用（外挿）することができないという問題

がある。

Q＝a×（H－b）2        式(1)

ここに、Q:流量（m3/s），H:水位（A.P.m），a,

b：パラメーター

一方で、文献3)に示されている式(2)の水位流量曲

線は、断面形状をもとに外挿部分を推定した上でn

次式の曲線で近似したものであり、観測で得られた

値を上回る規模の水位や流量に対して適用（外挿）

することを想定している。

Q＝a×（H－b）n         式(2)

ここに、Q:流量（m3/s），H:水位（A.P.m），a,

b，n：パラメーター

本報では、これら2つの手法を用いて水位流量曲線

を作成する。

3. 水位流量曲線の作成

図-1に示した12箇所について、観測実施年度と観

測流量の最大値、並びに流量観測結果を用いて作成

した2次式とn次式の水位流量曲線を以下に示す。

図－1 水位流量曲線作成箇所

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 福島県沖を震源とする地震時における黎明橋地盤上の波形図 

2019-08-04 19:23:04(GMT+9:00:00) Mw6.4  N37-42-24  E141-37-54 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8 福島県沖を震源とする地震時における中川護岸地盤上の波形図 

2020-02-12 19:37:19(GMT+9:00:00) Mw5.4  N37-18-36  E141-21-30 
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